
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

令和８年７月 10日  

須山中学校 保健室  ほほ笑み 
保健だより  

これまで「性教育」という呼び方で行ってきた授業が、今年度から「生き方教育」へと変わりまし

た。裾野市では、性に関する指導に加えて、レジリエンス（困難を乗り越える力）を育む学びも取

り入れながら、小中学校を通して一貫した「生き方教育」を進めていきます。「自分らしく生きる」

ための学習であることは変わりません。悩むことが増え、時には自分らしさに迷うこともある思春

期。それでも確実に大人に近づき、自分の選択に責任を持つようになる中学生にとって、とても大

切な内容です。さて、１回目の授業の様子や感想をお伝えします。 

・自分の身を守るには危ない環境にならないようにして、もしなりそうになったら SOSを出すことが

必要だということが分かった。 

・暴力は絶対に駄目だということをもう一度考えることができた。自分の個人情報をSNSで流したり、

SNSで出会った人と簡単に会ったりしないようにしたい。 

・SNS を使うときは、一度流したものは自分では消せなくなる、取り返しがつかなくなるということ

を意識していきたい。 

・自分をしっかり守れるようになりたい。相手のことを考えて、距離を保つようにしたい。 

生き方教育① 
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性暴力とは？ 

体に触る暴力だけが性暴力ではありません。SNS で卑猥な

メッセージを送ったり、体の画像を拡散したり、相手を束縛し

たりすることも含まれます。相手が恋人や家族、顔見知りだっ

たとしてもそれは暴力です。 

 

 

 

1年「自分の心と体を守るために」～性暴力について～ 

 裾野市子育て支援課の保健師さんにお越しいただき、授業を行いました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

２年「思春期の心と性」 

３年「互いに尊重し合う男女関係」 
 

・人を好きになることは普通のことだから、恥ずかしく思わないでいることがいいと思った。 

・相手が自分と同じ考えをしているとは限らないから、相手の思っていることも尊重していきたい。 

・自分の価値観を押し付けすぎないようにしようと思った。 

・相手が言葉で「いや…」と反応することばかりではなく、表情に表れることもあるから気をつけたい。 

・自分の考えを他人に押し付けるばかりでは、友達からも恋愛からも遠ざかってしまう。自分磨きをして、

自分の良くないところを直していけるようにしたい。 

・相手の意見を尊重するのも大切だけど、自分のことを大切しながらよく考えて行動に移すことが大切。 

・相手がどんな人か、本当に自分のことを大事にしてくれているのかをしっかり見極めるべきだと思った。

相手との関係だけでなく、自分のことも大事にしながら人と関わっていきたい。 

・選択によっては、自分も含めて相手の人生も変わってしまうから、先のこともしっかり考えていきたい。 

・憧れはあるけれど、男女差があるので恋人って難しいと思った。 

・好きだからと思うのは分かるけれど、盲目にならずしっかり見極めることが大切だと思った。 
 

思春期に起こる心の変化から、「中学生の恋愛」について考えました。 

  

 

 

 

 

 

 

２年生の「中学生の恋愛」からさらに広がり、今後の

男女関係において、性的行動を含めて、互いに尊重し

合う行動選択ができるようになることを目標に授業

を行いました。 

 


